
 

 

井原市立高校のキャッチフレーズは、「未来へのかけはし ｢市高｣ ～君のチャレンジを応援～」です。 

「市高通信」は、生徒たちが笑顔いっぱいで活動している様子を紹介し、井原市立高校の魅力をお伝えします。 

井原市立高校は、チャレンジする君をしっかりサポートします！ 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

コミュニティスクールとしてのチャレンジ  キーワードは「発見!!」 

フィールドワークで「発見!!」 

私たちの学ぶまち井原をより良くしようと、生徒有志が動いていま

す。そんな生徒の姿に感化され教員も井原市地域おこし隊の岡田清香さ

んも学校運営協議会の委員の方々もミーティングを重ねています。その

中で学校運営協議会の方に井原市役所近くのご

自宅でカフェをされている地域の方を紹介して

いただき、先日、井原のことを知るフールドワ

ークとして、訪問してきました。迎え入れていただき、家の中を見せていただきま

した。高校生の活動を応援してくださるとのこと、温かい言葉と素敵な活動場所、

力強い応援団、無限の可能性を発見！！ 

 

ミナクルネで「発見!!」 

毎年参加しているミナクルネ。今年は“青いイナズマ“がテーマで

す。材料とするデニムをどう集めようかと思案していたところ、地元

企業様からデニム生地を提供していただ

きました。シャトル織機で織られたセル

ビッチデニムを手にして感動！いただいたデ

ニムでバラをたくさん作り、飾り付けまし

た。ここにも、高校生の活動に惜しみない応

援の手を差し伸べてくださる地域の方々の存

在があります。改めて井原の魅力発見！！ 

 

  コノヒトカンで「発見!!」 

先日、コノヒトカンプロジェクトに出会いました。一般社団

法人「コノヒトカン」は廃棄される食品を缶詰にして生活に困窮する子供たち

に届ける活動をされています。誰もが気にかけあえる心豊かな社会を目指した

活動です。私たちにできることは、まずコノヒトカンの存在を知ることです。

あったかい想いの詰まった活動発見！！ 
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９月３０日（金） 

 第 11回 柏祭桜 体育の部 

「柏桜祭」とは、柏の葉と桜の花びらをかたどった市高の校

章を由来とする学校祭です。最も盛り上がる学校行事です。

「力戦奮闘～立ちあがれ心を一つに突き進め～！！」をテーマ

に、井原体育館で開催しました。縮小した昨年度の種目に実

施可能な2種目を追加して、どの学年も競技や応援に全員一

丸となってがんばりました。会場には、クラスごとに工夫を

凝らして制作したペナントを掲示し、雰囲気を盛り上げまし

た。当日のペナント紹介では、デザインや色使いに込めた思

いを熱く語りました。 

結果は、競技の部は４年生

ペナントの部は３年生が最優秀

でした。スローガン通りにどの

学年も一致団結して、あきらめ

ずに力戦奮闘する姿が見られ、

青春の1ページを彩る体育の部

となりました。 

１０月２７日（木） 

 第 11回 柏祭桜 文化の部 

「一人ひとりが輝ける場所市高！みんなで最高の思い出を残

そう！」をテーマに、昼間部は学年ごとにステージ発表を、

夜間部は合同で展示を行いました。ステージ発表では、昼間

部のそれぞれの学年が工夫を凝らした劇が演じられました。

有志による歌や演奏、ダンスも披露され、大変盛り上がりま

した。展示では夜間部の合同作品である階段アート、ホーム

メイキング部による手芸品、イラスト研究部による作品等が

披露されました。 

結果は、ステージの部

は２年生「２年劇団」、

展示の部は夜間部「階段

アート～春夏秋冬～」が

最優秀でした。一人ひと

りが輝きを放った思い出

に残る文化の部になりま

した。 

 

 

11月11日（金） 職場見学(2年) 
 

昼間部と夜間部合

同で2グループに分

かれ、企業見学に行

きました。今回の経

験によって進路意識

が高まり、自分の今

後について深く考え

るとても良い機会に

なりました。 

方面① 生興運送株式会社、日本綿布株式会社 

方面② シーピー化成株式会社、冨士ベークライト株式会社 

 

地域と歩む井原市立高校 ―10・11月―

―

井原市立高校では、   

日々の学校の様子や 

出来事を、学校ホー 

ムページの「ブログ」 

でお伝えしています。 

ぜひ、ご覧ください。 

夜間部 

昼間部１年 昼間部２年 

昼間部３年 昼間部４年 


